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センサーノードや民生用 LSI 機器の低電力化

待機時は本体をオフ → 必要なときにオン 

呼出し信号で本体をオンする目覚まし受信機の開発 

                                                                                                                                               （ウェイクアップレシーバ） 



ウェイクアップ受信機による低電力化
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エンドユーザ
ウェイクアップ
受信機

LSI本体システム

　　　 通信速度が大

　　　 送信も可

　　　 消費電力が大

電源 常時オン 

低電力動作が必要
待機中はオフ

2  データ送受信

 1  呼出し信号 
（1-0 ビット列）



ウェイクアップ受信機の開発動向
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低電力のウェイクアップ受信機をつくるには

4

（１） 直接検波 （呼出し信号はASK変調）

　　　　• MOSFETの Vgs‒Ids 非線形で検波 

　　　　• 感度は-40 ~ -60 dBmくらい　　　　 

（２） 検波出力（呼出し信号）の増幅 

　　　　• オフセットなし高利得アンプが必要

　　　　• アンプは低電力動作 → 呼出し信号は10~100 kbps

（３） クロックのタイミング抽出なしに受信 

　　　　• 呼出し信号 → ３値ASK変調



３値ASK変調で呼出し信号を送る 
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ウェイクアップ受信機の構成
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検波器とアンプに必要な動作
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検波器とアンプの回路構成
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検波器とアンプの特性 （0.35-µm CMOSのシミュレーション） 
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検波器の感度

A → ２A

A → 0

アンプの小信号利得

・ 電源電圧 = ３ V， バイアス電流 IB =  2 µA
・ アスペクト比 W/L 
　　M1~M6 = 2 µm/1 µm,  M7 = 50 µm/1 µm 

・ C = 10 pF

（RF入力電力 = 振幅 A でインピーダンス50 Ω） 
M2バイアス回路による遮断特性 

ソース接地回路の遮断特性 

設計条件 ：

　f１ ＜ ベースバンド周波数 ＜ f2



３値判別器と３値-２値変換器の回路構成
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動作波形 （0.35-µm CMOSのシミュレーション）
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シミュレーション予測値 

今後の検討課題
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（１） 感度の向上 
　　　   → アンプ利得を上げる → 雑音との兼ね合い 

（２） 消費電力の低減
　　　   → ウェイクアップ受信機の間欠動作 
　　　　    → 1/10 ~ 1/100の低電力化が可能

ウェイクアップ
受信機

本体システム

間欠タイマIC 

（検討項目）

（ウェイクアップ受信機の間欠動作） 


